
≪目次と内容≫

はじめに
１　災害予報と避難情報を知る
　　①正確な情報を得る　
　　②テレビ、ラジオ、携帯、ネット、防災無線などから
　　③自治会（自主防災会）の連絡網や隣近所から
　　④親戚や知人から

２　「いつ、どこへ、誰と、どんな方法」で避難するか
　　①自宅の２階、親戚や知人の家など
　　②熊谷市指定の避難所と地区割り
　　③自主避難所
　　④福祉避難所
　　⑤民間施設の駐車場、その他

３　避難時の持ち物を準備する
　　①いつも準備しておく物
　　②避難時に追加する物
　　③ペットの取り扱いは

４　荒川流域「警戒レベル４」で全員避難
　　①高齢者や障害を持つ方は自主避難所の利用も
　　②警戒レベル３で避難準備・高齢者等は避難開始
　　③警戒レベル４で全員避難
　　④自らの命を守る行動を

５　避難所では助け合って生活する
　　①「避難所の開設」で自治会役員やボランティア等は集合
　　②避難所での係分担を決める
　　③元気な人は積極的に避難所運営の手伝いを

６　荒川洪水新ハザードマップで大麻生地区の浸水予想を知る

７　自治会（自主防災会）での避難準備体制を図る

おわりに
　   資料
　・関係機関連絡先

　・川本の明戸地区とひろせ野鳥の森駅付近で洪水が発生した場合の浸水想定図
　・熊谷市のパンフレット


